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はじめにはじめに

iPhone	7	Plus	のバッテリーの接続を外すための必須条件のみです。この手順はデバイス修理を
始める前に、感電防止を目的として行われる必要があります。

ツールツール::

スパッジャー	(1)
ハンドル付き吸盤	(1)
iFixit開口用ピック(6枚セット)	(1)
P2	ペンタローブドライバー	(1)
iOpener	(1)
トライポイントY000	ドライバー	(1)
ピンセット	(1)

手順手順	1	1		—	—	ペンタローブネジペンタローブネジ

作業を始める前に、iPhoneの
バッテリーを25％以下まで消費
してください。充電されたリチウ
ムイオンのバッテリーは発火の原
因となったり、穴が開いてしまっ
た際は爆発する危険性がありま
す。

解体作業を始める前に必ず
iPhoneの電源を切ってくださ
い。

iPhoneの底面から3.4	mmペンタ
ローブネジを2本外します。

iPhoneのディスプレイを開口す
ることにより、ディスプレイの耐
水シールが破損します。このス
テップを進める前に交換用のシー
ルを用意しておくか、耐水シール
の交換をしないで再組み立てする
場合は液体の浸水に注意してくだ
さい。

https://www.ifixit.com/products/spudger
https://www.ifixit.com/products/suction-handle
https://www.ifixit.com/products/ifixit-opening-picks-set-of-6
https://www.ifixit.com/products/p2-pentalobe-screwdriver-iphone
https://www.ifixit.com/products/iopener
https://www.ifixit.com/products/tri-point-y000-screwdriver
https://www.ifixit.com/products/tweezers
https://www.ifixit.com/products/iphone-7-plus-display-assembly-adhesive


手順手順	2	2		—	—	iOpeneriOpenerの使用方法の使用方法

電子レンジに付着している汚れがiOpenerに付いてしまうことがあるので、使用前に電子レ
ンジの底をきれいに拭き取ってください。

iOpenerを電子レンジ中央に置きます。
回転型の電子レンジ：iOpenerが電子レンジのターンテーブルで回転しているか確認してく
ださい。iOpenerが作動中に留まってしまうと、熱しすぎや焦げてしまいます。



手順手順	3	3

iOpenerを3030秒秒温めます。

修理作業中はiOpenerが冷めてし
まいますので、使用毎に電子レン
ジに30秒入れて温めてからご利
用ください。

作業中、iOpenerを温めすぎない
ようにご注意ください。過熱する
と、iOpenerが破裂することがあ
ります。100˚Cを超えるまで加熱
しないでください。

膨らんでいる状態のiOpenerは絶
対に触らないでください。

適切に温められたiOpenerは約10
分間、温かい状態を保ちます。

手順手順	4	4

電子レンジからiOpenerを取り出
します。iOpenerの中央は熱く
なっているため、両端の平面に
なっている部分を持ってくださ
い。

iOpenerは大変熱くなっているこ
とがあります。必要であれば、
オーブン用のミトンカバーをご利
用ください。



手順手順	5	5		—	iOpener—	iOpenerを使った他の温熱方法を使った他の温熱方法

電子レンジがない場合は、熱湯の中にiOpener	をいれて温める方法もあります。

鍋を十分な量のお湯で満たして、iOpener	を完全に沈めます。

お湯を沸かして熱くなったら火を止めます熱くなったら火を止めます。

iOpenerを熱湯の中に約2−3分間沈めます。iOpener全体が完全に浸かっているか確認してく
ださい。

トングなどを浸かって、温まったiOpenerをお湯から取り出します。

タオルでiOpener全体を拭き取ります。
iOpenerが非常に熱い場合は、先端のタブを持って火傷をしないようにご注意ください。

iOpenerの準備は整いました。iOpenerを再度温める必要がある場合は、お湯を沸騰させて、
火を止めてからiOpenerを2-3分間浸してください。



手順手順	6	6		—	—	液晶パネルを開く方法液晶パネルを開く方法

温めたiOpenerをデバイスの下部
端に置き、ディスプレイに付けら
れた接着剤を柔らかくします。

ヘアドライヤーやiOpenerを準備
して、iPhoneの下半分端に合わ
せて約1分間載せます。留められ
た接着剤を温めて柔らかくしま
す。

https://jp.ifixit.com/Guide/iOpener%E3%81%AE%E4%BD%BF%E7%94%A8%E6%96%B9%E6%B3%95/25705


手順手順	7	7

吸盤カップをフロントパネルの下半分、ホームボタンの上辺りにあてます。

吸盤カップをホームボタン上部に付けないようにご注意ください。これは吸盤カップとフロ
ントガラスが接着しないようにするためです。

ディスプレイの亀裂が大きい場合は、透明の梱包テープを表面に貼ると、吸盤カップが装着
しやすくなります。あるいは、吸盤カップの代わりに、ガームテープに取手をつけて引き上
げることができます。それでも上手く行かない場合は、強力ボンドを吸盤カップに塗布し
て、壊れたスクリーンの上に取り付けてから再試行してください。

https://jp.ifixit.com/Guide/%E3%83%87%E3%82%A3%E3%82%B9%E3%83%97%E3%83%AC%E3%82%A4%E4%B8%8A%E3%81%AE%E3%83%86%E3%83%BC%E3%83%94%E3%83%B3%E3%82%B0/103487


手順手順	8	8

吸盤カップを同じ強さでしっかりと引き上げます。するとフロントパネルと背面ケースの間
にわずかな隙間ができます。

スパッジャーの平面側先端をその隙間に差し込みます。

ディスプレイの間に留められている耐水用接着剤はとても頑丈です。言い換えると、この最
初に差し込む隙間を作るにはかなりの力が必要です。隙間を空けることができない場合はス
パッジャーが中に入り込めるスペースができるまで、スクリーンを上下に揺らして接着剤を
ゆるめます。

吸盤カップを引き上げる時、スクリーンと背面ケースの間の隙間を広げるためスパッジャー
を上下にひねります。



手順手順	9	9

iPhone左側下部のフロントパネルと背面ケースの隙間から、スパッジャーの平面側先端を差
し込みます。

スパッジャーをデバイスの左側端に沿って上部の音量ボタンやサイレントスイッチに向かっ
てスライドさせます。動かしながら、ディスプレイに留められている接着剤を剥がしていき
ます。

ディスプレイ上部先端を背面ケースからこじ開けないでください。プラスチックのクリップ
によって留められた状態にします。

手順手順	10	10

デバイスの左側からスパッジャーを取り出して、次は右側の下部端に差し込みます。

スパッジャーを右側端から上部角まで、ディスプレイに留められた接着剤を剥がしながらス
ライドして動かします。



手順手順	11	11

iPhone内部を開くために、ディスプレイを持ち上げて吸盤カップを引っ張ります。
ディスプレイをディスプレイを1010度以上開かないでください。度以上開かないでください。特にデバイスの右端には、ロジックボード
とディスプレイを繋いでいるデリケートなリボンケーブルがあります。

手順手順	12	12

小さな持ち手を引っ張り、吸盤カップをフロントパネルから外します。



手順手順	13	13

デバイス上部端のディスプレイの下に開口ピックを滑り込ませ、最後に残った接着剤を動か
しながら緩めていきます。

手順手順	14	14

デバイスの上部端からリアケースに留められているクリップを外してディスプレイアセンブ
リを外します。

iPhoneを左側からディスプレイを開くようにして開けます。本の表紙からページをめくるイ
メージです。

ディスプレイをまだ完全に外さないでください。iPhoneのロジックボード上に壊れやすい
幾つかのリボンケーブルが接続されたままです。



手順手順	15	15		—	—	バッテリーの接続の外し方バッテリーの接続の外し方

ロジックボードに留められたディ
スプレイケーブルブラケットの下
部から次の4本のトライウイング
Y000ネジを取り外します。
1.2	mmネジー3本

2.6	mmネジー1本

手順手順	16	16

ディスプレイケーブルブラケットの下部を外します。



デバイスを再組み立てする際は、これらのインストラクションを逆の順番に従って作業を進めて
ください。

手順手順	17	17

スパッジャーの先端を使って、ロジックボード上のソケットからバッテリーコネクターを引
き上げます。

引き上げた後、コネクターケーブルをわずかにソケットから反対側に曲げて固定します。ソ
ケットに接触して電話本体に電源が入ることがないように防止することができます。


